
 
 
 

 
平成２７年３月２４日 

 
特定商取引法違反の訪問販売業者に対する 
業務停止命令（３か月）について 

 

○ 九州経済産業局は、床下換気扇の取付け、コンクリート基礎補修補強等の
床下工事の訪問販売を行っていた株式会社クリーンホームに対し、本日、特
定商取引法第８条第１項の規定に基づき、平成２７年３月２５日から平成２
７年６月２４日までの３か月間、訪問販売に関する業務の一部（新規勧誘、
申込受付及び契約締結）を停止するよう命じました。 
   
○ 認定した違反行為は、勧誘目的等不明示、不実告知です。 
 
○  処分の詳細は、別紙のとおりです。 
 
○ 本件処分は、特定商取引法第６９条第３項の規定に基づき、消費者庁長官
の権限委任を受けた九州経済産業局長が実施したものです。 

 
○ なお、本件は、特定商取引法に基づく調査において福岡県、佐賀県、長崎
県、宮崎県及び鹿児島県と連携を図り、同法に基づく行政処分を当局が実施
したものです。 

 
１．株式会社クリーンホーム（以下「同社」という。）は、「床下の無料点検に
来ました。」「床下換気扇の点検に来ました。タイマーを見せてください。」な
どと言って消費者宅を訪問し、床下工事の役務提供契約の締結の勧誘が目的
であるにもかかわらず、床下若しくは床下換気扇タイマーの点検等と称して
床下に入り、「基礎のコンクリートから柱がずれているので、家が傾いて大変
なことになりますよ。」「北側の風呂場と洗面所は湿気が多いので、基礎が崩
れて柱も傾きますよ。」などと不実のことを告げ、床下換気扇の取付けやコン
クリート基礎補修補強工事等の床下工事（以下「本件役務」という。）を契約
するように勧誘し、当該消費者の住居において本件役務の契約を締結してい
ました。 

 
２．認定した違反行為は以下のとおりです。 
（１） 同社は、訪問販売に係る本件役務契約の締結について勧誘をするに際
し、その勧誘に先立って、消費者に対し、「床下の無料点検に来ました。」



 
 
 

「床下換気扇の点検に来ました。タイマーを見せてください。」などと告
げており、氏名又は名称及び本件役務に係る契約の締結について勧誘する
目的である旨を明らかにしていませんでした。 

（勧誘目的等不明示） 
 

（２） 同社は、訪問販売に係る本件役務契約の締結について勧誘をするに際
し、消費者に対し、「基礎のコンクリートから柱がずれているので、家が
傾いて大変なことになりますよ。」、「北側の風呂場と洗面所は湿気が多い
ので、基礎が崩れて柱も傾きますよ。」などと、消費者が契約の締結を必
要とする事情に関する事項について不実のことを告げていました。 

（不実告知） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【本件に関する御相談窓口】 
 

 本件に関する御相談につきましては、消費者庁から権限委任を受けて消費

者庁とともに特定商取引法を担当している経済産業局の消費者相談室で承

ります。お近くの経済産業局まで御相談ください。 

北海道経済産業局消費者相談室     電話 ０１１－７０９－１７８５ 
東北経済産業局消費者相談室         ０２２－２６１－３０１１ 
関東経済産業局消費者相談室         ０４８－６０１－１２３９ 
中部経済産業局消費者相談室         ０５２－９５１－２８３６ 
近畿経済産業局消費者相談室         ０６－６９６６－６０２８ 
中国経済産業局消費者相談室         ０８２－２２４－５６７３ 
四国経済産業局消費者相談室         ０８７－８１１－８５２７ 
九州経済産業局消費者相談室         ０９２－４８２－５４５８ 

沖縄総合事務局経済産業部消費者相談室    ０９８－８６２－４３７３ 



 
 
 

（別紙） 
 

株式会社クリーンホームに対する行政処分の概要 
 

１．事業者の概要 
（１）名  称：株式会社クリーンホーム 
（２）代 表 者：窪田 吉洋 
 （３）所 在 地：（登記上の本店）福岡県福岡市博多区吉塚八丁目１番６７号 

（鹿児島営業所）鹿児島県鹿児島市荒田一丁目１６番３１号 
（宮崎営業所） 宮崎県宮崎市天満三丁目１番３５号 

 （４）資 本 金：１００万円 
 （５）設立年月日：平成２５年４月１１日 
 （６）取引形態：訪問販売（特定商取引法第２条第１項） 
（７）取扱役務：床下換気扇の取付け、コンクリート基礎補修補強等の床下

工事 
 
２．取引の概要 
  株式会社クリーンホーム（以下「同社」という。）は、「床下の無料点検に
来ました。」「床下換気扇の点検に来ました。タイマーを見せてください。」な
どと言って消費者の住居を訪問し、床下工事の役務提供契約の締結の勧誘が
目的であるにもかかわらず、床下若しくは床下換気扇タイマーの点検等と称
して床下に入り、「基礎のコンクリートから柱がずれているので、家が傾いて
大変なことになります。」「北側の風呂場と洗面所は湿気が多いので、基礎が
崩れて柱も傾きますよ。」などと不実のことを告げ、床下換気扇の取付けやコ
ンクリート基礎補修補強工事等の床下工事（以下「本件役務」という。）を契
約するように勧誘し、当該消費者の住居において本件役務の契約を締結して
いた。 
 
３．行政処分の内容 
  業務停止命令 
 ①内容 
   特定商取引に関する法律（以下「特定商取引法」という。）第２条第１項
に規定する訪問販売に関する業務のうち、次の業務を停止すること。 

  ア．同社の行う訪問販売に係る役務提供契約の締結について勧誘すること。 
   イ．同社の行う訪問販売に係る役務提供契約の申込みを受けること。 
   ウ．同社の行う訪問販売に係る役務提供契約を締結すること。 



 
 
 

 
 ②停止命令の期間 
  平成２７年３月２５日から平成２７年６月２４日まで（３か月間） 
 
４．命令の原因となる事実 
  同社は、以下のとおり、特定商取引法に違反する行為を行っており、訪問
販売に係る取引の公正及び購入者の利益が著しく害されるおそれがあると認
められた。 

 
（１）勧誘目的等不明示（特定商取引法第３条） 

同社は、訪問販売に係る本件役務契約の締結について勧誘をするに際し、
その勧誘に先立って、消費者に対し、「床下の無料点検に来ました。」、
「床下換気扇の点検に来ました。タイマーを見せてください。」などと告
げており、氏名又は名称及び本件役務に係る契約の締結について勧誘する
目的である旨を明らかにしていなかった。 

 
（２）不実告知（特定商取引法第６条第１項第６号） 

同社は、訪問販売に係る本件役務契約の締結について勧誘をするに際し、
消費者に対し、「基礎のコンクリートから柱がずれているので、家が傾い
て大変なことになりますよ。」、「北側の風呂場と洗面所は湿気が多いので、
基礎が崩れて柱も傾きますよ。」などと、消費者が契約の締結を必要とす
る事情に関する事項について不実のことを告げていた。 

 
５．勧誘事例 
【事例１】 

平成２５年７月、同社の営業員Ｚは、「床下の無料点検に来ました。」
などと告げ消費者Ａ宅を訪問した。Ａは「無料ならば点検してもらって
も良い」と思ったので、「無料の点検ならいいよ。」と言って床下の点検
を了承した。Ｚは、台所の床下収納庫から床下に入り、しばらくして床
下から出て来て、カメラに写っている写真をＡに見せながら、「風呂場
の下の柱が湿気で濡れています。床下に換気扇などをつけなければ大変
な事になりますよ。束がずれています。補修工事が必要です。」など告
げた。Ａは、この時初めてＺが床下換気システムや床下の束の補修工事
を勧誘する目的で訪ねてきたことが分かった。Ａは、Ｚから「柱が湿気
で濡れています」と言われたのを信じて、契約することを承諾した。そ
の日のうちに工事は終了し、翌日現金で代金を支払った。 



 
 
 

  平成２５年１１月、Ｚは、「無料で床下の点検をさせてください。」な
どと告げ、Ａ宅を再度訪問した。Ａは、前に付けていた換気システムの
点検だと思い、Ｚを家に上げた。Ｚは前回同様床下収納庫から床下へ入
り、しばらくして出て来て、「基礎のコンクリートから柱がずれている
ので、家が傾いて大変なことになりますよ。柱がずれています。基礎の
コンクリートの補強工事が必要です。」などとＡに告げた。Ａはこの時
初めて、Ｚが床下の無料点検ではなく、コンクリート基礎の補強・補修
工事の勧誘をしに来たことが分かったが、Ｚの話を信じ「家が傾いて大
変なことになる」と思い、工事の契約を締結した。 

 
【事例２】 

平成２６年２月、同社の営業員Ｙは、「ごめんください」と言って、消
費者Ｂ宅を訪ね、名刺を差し出した後、「床下換気扇の点検に来ました。
タイマーを見せてください。」と告げた。Ｂの夫Ｃが玄関先に出て来たと
ころ、ＹはＣにも「床下換気扇の点検にきました。タイマーを見せてく
ださい。」と告げた。Ｃは以前付けたタイマーの保証期間が過ぎているの
で不安感があり、点検してもらうため、Ｙを床下換気扇タイマーの設置
してある洗面所へ案内したところ、Ｙはタイマーを見るなり、最新式の
タイマーを設置するよう勧誘してきた。Ｂは、それまで、自分やＣに対
して、タイマーの販売についての話が一切出なかったので、この時初め
てＹがタイマーを販売しに来たのだと分かった。その後、ＣはＹとタイ
マー取替え工事について契約を締結し、現金で代金を支払った。Ｙは「床
下換気扇が正常に動いているか見てもらうため、主任を呼びます。」と言
って同社の営業員Ｗを呼び、Ｗは台所の床下へ潜り点検を始めた。Ｗは
しばらくして床下から出て来て、「基礎の束石が剥離している。」と言っ
てスマートフォンで撮影した写真をＢとＣに見せ、さらに「納戸の下が
湿っている。今ある換気扇を移動して、新しい換気扇を３台付けると湿
気が取れる。」などと告げ、コンクリート基礎補修補強工事とブロワー型
換気システム設置工事を■■万円でしないかと勧誘した。 

 
【事例３】 

平成２５年１０月、同社の営業員Ｘは、「すみません。」と言って消費
者Ｄ宅を訪問し、会社名や名前を名のらず、「以前、床下換気扇の工事を
されていらっしゃいますよね。」「床下を見せてもらっても良いですか。」
などと告げた。Ｄは床下を見てもらうだけなら良いと思い、Ｘを床下へ
入ることができる台所まで案内した。Ｘは床下を見た後、「湿気がひどい



 
 
 

ので、床下にカビが生えています。」「トイレや風呂場の下の湿気がひど
いので、湿気を取る石を入れる工事をした方が良いです。」と言って、床
下調湿材の敷込み工事などについて勧誘を始めた。Ｄは、この時はじめ
て、これらの工事が目的でＸが訪ねてきたのだと分かった。Ｄは本当に
湿気がひどければ大変だと思い、床下調湿材の敷込み工事について承諾
し、工事は後日行うこととなった。その後、Ｘは床下換気扇タイマーの
付替えについても勧誘を行い、Ｄは付替えを承諾し、床下換気扇タイマ
ーの付替えについて契約を締結した。付替えはその日のうちに終了した。 
２日後、同社営業員ＸとＶがＤ宅を訪問し、床下調湿材の敷込み工事
を行ったが、作業終了後、Ｖは「台所の床下の横に伸びている配管が鉄
製で錆びてもろくなっています。」「いつ配管がボロボロになるか分かり
ません。このままでは危ないです。地震が来ると崩れるので、配管を支
えるために支柱をして補強をした方が良いです。」などと告げ、床下に支
柱（床下補助束柱）を入れる工事を勧誘した。Ｄは「支柱をして補強し
なければいけないくらいに、配管が錆びてもろくなってしまっているの
であれば、危ないかもしれない。」と思い、床下補助束柱取付け工事につ
いて契約を締結した。 

 
【事例４】 

平成２６年７月、同社の営業員Ｕは、「タイマーを見にきました。」と
言って消費者Ｅ宅を訪問した。Ｕはタイマーを点検後、「このタイマーは
古いから替えましょう。」と言って、すぐに新しいタイマーと取替え、そ
の後「床下を見せてください。」とＥに告げた。Ｅは、「見なくていいで
す。」と言ったが、Ｕは半ば強引に床下の点検を始めた。Ｕは床下から出
てくると、デジタルカメラで写した床下の写真をＥに見せながら、「北側
の風呂場と洗面所は湿気が多いので、基礎が崩れて柱も傾きますよ。繊
維が入ったコンクリートを塗った方がいい。◆◆万円でどうですか。階
段の下の柱がもろくなっていますので、柱が倒れますよ。階段の下のセ
メントがもろくなって、はがれています。繊維が入った塗料を塗ると、
湿気がなくなります。」と告げた。この時まで、Ｕから床下点検の結果に
よっては有料の工事が必要になるなどの話は一切なかった。Ｅは、Ｕか
ら「工事をしなければ、基礎が崩れて柱も傾く。」などと言われたため、
コンクリート基礎補修補強工事について契約を締結した。 

 
 


